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Day 1-2 
11月13日（火）ー14（水）　福岡シンポジウム
　　　会場：福岡国際会議場
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　近年、欧米や中東、アフリカ諸国で境界研究が盛んに行われて
いる中で、ユーラシア大陸および東アジアは、国際的な境界研究コ
ミュニティの中で、長い間空白地帯となってきました。そこで、ユーラ
シア地域研究において世界をリードする研究活動を行ってきた北海
道大学スラブ研究センターは、当該地域の境界問題に取り組んでい
る研究者を招き、境界研究の新たなネットワークを作ることにしました。
我々はすでに、境界問題に携わる政府および地方の行政担当者と
ともに「境界地域研究ネットワークJAPAN（JIBSN）」を設立し、統
合的なプラットフォームのもとで境界研究に関する知見を集約する作
業を始めております。ただ、境界研究はまだ十分に成熟しているとは
言えず、地域ごとに断片化した事実や分析を統合する作業が必要
です。そこでまずやらなければならないのは、各地域で得られた様々
な知見を比較検討するための理論的なツールを見つけ出すことです。
このプロセスがなければ、たとえ豊富で示唆的な資料や知識が得ら
れたとしても、境界研究は学際的な研究領域として社会に対して実
りある貢献を果たすことはできないでしょう。

　より多くの人々にこの新しい研究ネットワークに参加してもらい、
さらにそのネットワークを世界規模のものにしていくために、私たちは、
権威ある境界研究ネットワークであるBRIT（Border Regions in 
Transition）第12回大会の冠の下で、2012年 11月に境界問
題に関する大規模なシンポジウムを企画しています。シンポジウムの
初日および2日目に福岡市でセッションおよび講演会を行ったあと、
3日目には韓国と国境を面する対馬に渡り、最終日の4日目には韓
国・釜山で残りのセッションを行って閉幕する予定です。福岡セッ
ションでは、福岡市および九州大学から全面的な協力を得ることに
なっています。11月は毎年福岡で大相撲九州場所が行われてお
り、海外の研究者に日本の伝統的格闘技である相撲を見てもらう
絶好の機会でもあります。また、最終日の釜山セッションについて
は、釜山にある東西大学校がホスト役を務めます。福岡と釜山とい
う境界隣接都市の協力を得て、ユーラシアおよびアジア地域から
境界問題を研究する優秀な研究者や研究機関が多数参加する
大変画期的なイベントとなることでしょう。

　このシンポジウムは東アジアで初めて開催されるBRIT大会とな
ります。この歴史的なイベントに、境界研究に携わる多くの研究者
および関係者が参加されることを心より願っております。

岩下明裕
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